
１.開会 担当：高橋遥

2.代表挨拶 担当：小向竜貴

３.顧問挨拶 担当：下山朗 准教授

４.議長選任 担当：高橋遥

５.議長就任挨拶担当：渡部貴将
　釧路公立大学下山ゼミ所属の渡部貴将。総会の円滑な進行を進められるように協力を仰いだ。

６.活動報告 昨年度活動報告：小向竜貴　昨年度会計報告：平川晶子

７.議事 担当：西内辰大

８.議長解任 担当：渡部貴将
　すべての審議が終了し、議長は解任された。

９.新代表挨拶 担当：苅間沢祐太

１０.閉会 担当：高橋遥

総会内容

　議長による本総会における議決権の説明の後、本総会事務局の西内辰大より第１号議案と第２号議
案の提案がなされた。第１号議案は北海道学生研究会SCAN規約について。SCANに存在していな
かった規約を明文化し、提示。議長が質疑応答をとった後、採決。賛成１２票、反対０票（委任による賛
成７票を含む）により承認された。第２号議案は第５期SCAN代表の選出・承認について。前もって
SCAN参加団体に送付した資料にあった通り、事務局に届け出のあった候補者１名を事務局より報
告。議長が質疑応答をとった後、採決。賛成１２票、反対０票（委任による賛成７票を含む）により、釧
路公立大学経済学部経済学科下山ゼミ所属の「苅間沢祐太」が代表として承認された。

　会員の総意により承認された代表による所信表明。歴代の代表・運営により積み上げられたものを
ムダにしないように任期を全うするとのこと。本代表はSCANという組織を２つの目線から捉えている。
１つに学生が企業・地域や企業に自らが考え出した地方に内在する問題を提起し、発信していく機会
創造してゆく組織であること。もう１つに学生・企業・地域という３者のつながりを強くしてゆく組織である
ことだ。現在道内各地の大学だけではなく、道外の大学が参加するなどして活動しているSCANである
が、その影響力にも幅が出てきたことは確か。その影響力の繁栄のために苅間沢代表は、さまざまな
意見交流が存在する風通しの良い運営組織づくり、参加大学数や認知度の拡大に尽力する所存だ。
また本団体に参加する学生が充実感をもってSCANの活動を修学できるようにもしていきたいと今期の
思いを明言。運営側にとっても魅力的な組織にすると表明し学生によるSCAN運営・参画を促した。

　以上をもって、第１回北海道学生研究会SCAN総会が閉会された。

　第４期北海道学生研究会SCANが開催・参加した活動に関しての報告、及びそれらに関する収支決
算が提示された。活動に関して、目的や結果の伴った報告であったために今後の課題や目標が浮き
彫りとなった。

　団体総数１７団体中１２団体出席（委任による参加７団体含む）により「第１回北海道学生研究会
SCAN総会（以下、本総会と称す）」を開催。

　今まで釧路のみで行われていた北海道学生研究会SCAN（以下、SCANと称す）の活動・運営を開け
たものにしていきたいと表明。全体の意見が反映される総会が今後続いてゆくことを望んだ。

　規模の大きくなったSCANに関し、代表の決定や代表の意思決定に関して全道規模で行ってゆくべき
ではないかと思い推奨した初の総会。不備の多い中進めた１歩を入り口として、今後皆で整えてゆけ
ればという意志を明らかに顧問の挨拶としていただいた。

　本総会事務局より、「第４期北海道学生研究会SCAN運営委員」渡部貴将を推薦。異議の有無を出
席者からの拍手で確認し、選任した。


